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【特定の商品群を強調表示するには】 
特定の商品群を、常に強調表示しておくことはできますか？ 

 

→[売上分析]の「拡張分析」機能を用いることで、モデル編集画面上で指定したJANコード群を常に強調表示(色付け)しておくこと

ができるようになります。 

 

※本機能のご利用には、「売上分析」オプションが必要です。 
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1. 設定ファイルの準備 
 

(1) 拡張分析を設定するテキストファイルを準備します。 
メモ帳などで準備すると、JANコードの文字化けを防いで簡単に編集作業を行うことができます。 

 

メモ帳などでの編集は、FAQ「CSVファイルを確認・編集するときは」の項目を参照してください。 
Excelを用いた編集は、FAQ「レコードフォーマット集について」の項目より、「VI.CSV標準形式データファイルの取り扱いについて」を参
照してください。 
 
ファイルはいずれも「CSV」形式で保存します。 

 

メモ帳で作成することで、 

JANコードの文字化けを防いで 

簡単に編集できます。 

1行目：タイトル行 

2行目以降：データ行 

1カラム目：JANコード 

2カラム目：グループ分けするキーとなる値(任意の値) 

を記述します。 

この例の場合、「特定」「追加」の二色で強調表示されます。 
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2. 設定ファイルの取込み 

(1) 強調表示を行う対象のモデルを開きます。 
モデル編集画面メニュー[分析]-[拡張分析情報の取込]を選択します。 

 

 

[拡張分析情報の取込]を 

選択してください 
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(2) [拡張分析情報入力画面]が表示されます。ファイル「参照」ボタンをクリックします。 

 

 

[参照]ボタンを 

クリックしてください 
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(3) [開く画面]が表示されます。拡張分析用に用意した設定ファイルを選び、[開く]ボタンをクリックします。 

 

 

設定ファイルを選択し、 

[開く]ボタンを 

クリックしてください 
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(4) [拡張分析情報入力画面]に戻ります。[データプレビュー]にファイルの中身が表示されます。 
内容に問題がなければ、[取込]ボタンをクリックします。 

 

 

[取込]ボタンを 

クリックします 

選択ファイルの内容が 

表示されます 
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(5) [拡張分析情報入力画面]の警告が表示されたら、適切な処理を選択してください。 
[はい]設定ファイル内に、陳列されていない商品があった場合には、作業スペースに商品を配置します。 

[いいえ]設定ファイル内に、陳列されていない商品があった場合にも、作業スペースに商品を配置しません。 
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(6) 設定ファイルのインポート処理が始まります。終了すると[拡張分析情報入力-結果ログ表示画面]が表示されます。[ログ表示]ボタンをク
リックし、結果を確認してください。 
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3. 拡張分析情報の表示 
 
(1) 読み込んだ拡張分析情報を表示します。メニュー[分析]-[その他]-[拡張分析]を選択します。 

 
 

[拡張分析]を 

選択してください 
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(2) [拡張分析情報選択画面]が表示されます。一覧から項目行を選択し、[選択]ボタンをクリックします。 

 

設定ファイルから読み込んだ

項目が表示されます。 

表示したい行を選択します 

[選択]ボタンを 

クリックします 
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(3) 分析結果が表示されます。 

設定ファイルにある JANコードの位置に、指定した項目ごとに色を変えて強調表示します。 

設定ファイルにあるJANコードと合致す

るものを、項目ごとにカウントし 

それぞれ強調表示します 

設定ファイルにないJANコードは、 

「その他」として表示されています 
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4. 拡張分析情報の帳票出力 
 
(1) 拡張分析の分析結果は、帳票に出力することも可能です。 
例えば陳列台帳の場合は、[陳列台帳 – 詳細設定画面]で設定を行います。 

陳列台帳の出力については FAQ「陳列台帳の出力項目設定(ID:00086)」の項目を参照してください。 

[陳列台帳 – 詳細設定画面]  

[出力項目]タブで 

[拡張分析項目]を 

選択してください 
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(2) [未選択項目]一覧に現在読み込み済みの拡張分析項目が表示されます。 
拡張分析項目を[選択済項目]一覧に追加します。 

 

① [未選択項目]一覧に表示された 

拡張分析項目を選択します 

② [＞]をクリックしてください 

③ [選択済項目]一覧に 

拡張分析項目が追加されます 
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(3) 陳列台帳を出力すると、拡張分析項目が出力されます。 

 
 

特定の商品で、 

付与されていた拡張分析情

報が出力されます。 
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5. 【GXVer11以降】 拡張分析ファイルの読込が改善されました 
 
(1) 拡張分析に関し、従来はモデルを開くと、必ず拡張分析ファイルの読込から操作を開始する必要がありました。 

【GXVer11】からは、当該モデルで使用した拡張分析ファイルの読込情報は保存されるようになりました。 

「2.設定ファイルの読込」を行わず、すぐに「3.拡張分析情報の表示」や「4.拡張分析情報の帳票出力」を行うことが可能です。 

 
(2) 「3.拡張分析情報の表示」時に「クリア」ボタンをクリックすると、読込み済みの拡張分析情報が初期化されます。 

 

 

[クリア]ボタンを 
クリックします 
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ご 注 意 
□本ソフトウェアおよび本ソフトウェアに付属するマニュアルおよびヘルプ（以降各マニュアルと表記します）の著作権は、 
日本総合システム株式会社にあります。 
□本ソフトウェアおよび各マニュアルの一部または全部を無断で使用、複製することはできません。 
□本ソフトウェアおよび各マニュアルを運用した結果の影響については、いっさい責任を負いかねますのでご了承ください。 
□本ソフトウェアの仕様および各マニュアルの内容は、将来予告なしに変更することがあります。 

 
※ StoreManagerは日本総合システム株式会社の日本における登録商標です。 
※ Tanawariは日本総合システム株式会社の中華人民共和国における登録商標です。 
※ Microsoft, Windows, .NET FrameworkおよびSQL Serverは、米国Microsoft Corporationの、米国およびその他の国における登録商標
です。 

※ OracleとJavaは、Oracle Corporation およびその子会社、関連会社の米国およびその他の国における登録商標です。 
※ Firebirdは、Firebird Foundation Incorporated.の登録商標です。 
※ 文中の社名、商品名等は各社の商標または登録商標である場合があります。 
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